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は
じ
め
に

働
き
方
改
革
で
目
指
す
べ
き
は
、
残
業
を
削
減
す
る
こ
と
で
も
、
有
休
を
消
化
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
よ
り
大
き
な
成
果
を
残
し
、
よ
り
多
く
の
報
酬
や
幸
せ
を
得
る
こ
と
で
す
。

早
く
家
に
帰
れ
る
人
が
す
ご
い
の
で
は
な
く
、
早
く
帰
っ
て
い
る
の
に
突
出
し
た
成
果
を
出
し
続
け
ら

れ
る
人
が
す
ご
い
の
で
す
。

か
つ
て
は
、
実
直
に
実
行
で
き
る
人
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
評
価
者
は
直
属
の
上
司

の
み
で
し
た
。
結
果
と
し
て
、
上
司
に
気
に
入
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
評
価
が
分
か
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が

散
見
さ
れ
ま
し
た
。

極
端
な
話
、
深
夜
に
「
メ
ロ
ン
を
買
っ
て
来
い
」
と
上
司
に
言
わ
れ
た
と
し
て
も
、
タ
ク
シ
ー
で
買
い

に
行
っ
て
く
る
よ
う
な
実
直
な
社
員
が
評
価
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
上
司
の
ご
機
嫌
取
り
が
う
ま
い
人
、
お
べ
っ
か
を
使
う
人
、
上
に
や
さ
し
く
下
に
厳
し
い

中
間
管
理
職
、
愛
想
が
よ
い
人
、
社
内
政
治
が
う
ま
い
人
、
N
O
と
言
わ
な
い
人
…
…
が
評
価
さ
れ
る



3

こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
う
や
っ
て
評
価
さ
れ
た
人
材
は
、
社
外
で
活
躍
で
き
る
能
力
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

顧
客
の
嗜
好
が
変
わ
り
、
新
た
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
出
現
し
、
変
化
の
激
し
い
中
で
、
儲
け
方
（
＝
ビ

ジ
ネ
ス
）
が
変
わ
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
応
じ
て
評
価
制
度
も
変
わ
り
ま
し
た
。
直
属
の
上
司
の
み
の
評
価

を
絶
対
評
価
と
し
て
い
た
時
代
と
は
異
な
り
、
上
司
以
外
の
管
理
職
が
評
価
を
行
う
3
6
0
度
評
価
を

採
用
す
る
企
業
も
増
え
て
き
た
の
で
す
。

そ
う
な
る
と
、
上
司
だ
け
に
気
に
入
ら
れ
る
だ
け
で
は
出
世
で
き
ず
、
同
僚
や
他
部
門
の
関
係
者
な
ど

か
ら
評
価
さ
れ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か
ら
、
よ
り
公
平
な
評
価
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
制
度
や
タ
レ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
普
及
に
よ
り
、
各
社
員
が
定
量
的
な

目
標
を
持
た
さ
れ
る
機
会
が
増
え
た
の
で
、
上
司
か
ら
寵
愛
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
評
価
さ
れ
な
い
の
で

す
。私

が
代
表
を
務
め
る
ク
ロ
ス
リ
バ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
6
0
5
社
に
対
し
て
働
き
方
改
革
の
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
各
社
の
人
事
評
価
「
上
位
5
％
」
の
社
員
は
、
ど
の
よ
う
な
行
動
・

働
き
方
を
し
て
い
る
か
」
に
つ
い
て
調
査
を
し
て
き
ま
し
た
。
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顕
著
な
成
果
を
出
し
た
「
5
％
社
員
」
た
ち
は
、
優
れ
た
働
き
方
を
実
践
し
て
お
り
、
そ
こ
に
再
現
性

の
高
い
ル
ー
ル
が
存
在
し
一
般
化
で
き
る
要
素
が
あ
る
は
ず
だ
、
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
企
業
25
社
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、「
5
％
社
員
」
と
、
そ
う
で
は
な
い
95
％
の
一
般
社

員
の
働
き
方
を
リ
サ
ー
チ
し
て
き
ま
し
た
。
サ
ン
プ
ル
数
は
、「
5
％
社
員
」
と
そ
れ
以
外
の
社
員
約

9
0
0
0
名
、
計
1
万
8
0
0
0
名
で
す
。

各
社
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、「
5
％
社
員
」
の
働
き
方
を
徹
底
的
に
調
査
し
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
「
5
％
社
員
」
に
は
、
い
つ
も
ど
お
り
の
行
動
を
お
願
い
し
て
、
デ
ス
ク
に
定
点
カ
メ
ラ

を
設
置
し
た
り
、
I
C
レ
コ
ー
ダ
ー
や
セ
ン
サ
ー
を
装
着
し
て
も
ら
っ
た
り
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
や

対
面
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
通
じ
て
行
動
や
発
言
を
記
録
し
た
り
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
外
に
も
個
人
を
特
定
し
な
い
形
で
メ
ー
ル
の
内
容
を
分
析
し
た
り
、
チ
ャ
ッ
ト
や
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
な
ど
の
利
用
履
歴
も
集
め
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
A
I
と
専
門
家
に
よ
っ
て
分
析
し
て
、「
5
％
社
員
」
の
共
通
点
や
、
95
％
の
一

般
社
員
と
の
違
い
を
抽
出
し
た
の
で
す
。

「
環
境
な
ど
条
件
が
違
う
か
ら
、
一
般
化
な
ん
て
で
き
る
わ
け
な
い
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
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はじめに

し
か
し
、「
5
％
社
員
」
の
調
査
を
元
に
導
き
出
し
た
成
功
ル
ー
ル
は
、
そ
の
後
、
29
社
で
実
証
実
験

を
行
い
、「
5
％
社
員
」
以
外
で
も
効
果
を
出
し
た
の
で
す
。
中
に
は
効
果
が
出
な
か
っ
た
失
敗
例
も
あ

り
ま
し
た
が
、
再
現
で
き
た
成
功
例
は
多
数
あ
り
ま
し
た
の
で
、
本
書
で
は
両
方
と
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
再
現
実
験
で
わ
か
っ
た
の
は
、
成
功
は
失
敗
と
の
二
者
択
一
な
の
で
は
な
く
、
失
敗
の
先
に
成
功

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
失
敗
を
積
み
重
ね
て
学
び
、
行
動
を
変
え
て
い
く
こ
と
で
成
功
に
到
達
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
選
択
に
い
つ
ま
で
も
悩
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、
リ
ス
ク
を
抑
え
な
が
ら
行
動
の
数
を
増
や

し
て
い
っ
た
ほ
う
が
成
功
に
た
ど
り
着
き
や
す
い
の
で
す
。
変
化
の
激
し
い
中
で
生
き
残
る
に
は
、
何
も

し
な
い
で
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
リ
ス
ク
に
な
る
の
で
す
。

突
出
し
た
成
果
を
出
し
た
「
5
％
社
員
」
は
、
し
ば
し
ば
「
で
き
る
や
つ
」
と
特
別
扱
い
さ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
彼
ら
が
会
得
し
た
コ
ツ
は
他
の
人
で
も
活
用
で
き
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

「
5
％
社
員
」
の
成
果
は
別
の
個
人
や
組
織
の
成
果
と
な
り
、
拡
が
っ
て
い
ま
す
。

お
伝
え
し
た
い
こ
と
は
、「
シ
ン
プ
ル
な
行
動
と
思
考
の
ル
ー
ル
を
つ
か
ん
で
し
ま
え
ば
、
そ
れ
は
再

現
で
き
る
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
」
と
い
う
事
実
。

だ
か
ら
こ
そ
「
5
％
社
員
」
は
別
の
部
門
に
異
動
し
て
も
成
果
を
出
し
て
い
ま
す
。
き
っ
と
彼
ら
は
、
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全
く
別
の
業
種
に
転
職
し
て
も
成
果
を
出
し
続
け
る
で
し
ょ
う
。

社
内
で
評
価
さ
れ
る
人
は
、
自
分
の
意
思
で
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
権
利
を
得
ま
す
。
会
社
や
上
司
か
ら

「
自
由
と
責
任
」
を
得
て
複
数
の
選
択
肢
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
同
じ
部
署
で
昇
進
す
る
の
か
、

異
動
し
て
新
た
な
職
種
の
挑
戦
す
る
の
か
、
昇
格
し
て
自
分
の
や
り
た
い
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
る
の
か
、
と

い
っ
た
選
択
肢
が
得
ら
れ
や
す
い
の
で
す
。

選
択
肢
が
複
数
あ
れ
ば
、「
自
分
の
し
た
い
こ
と
」
と
「
自
分
の
で
き
る
こ
と
」
を
元
に
し
て
自
分
で

選
べ
る
の
で
す
。

上
か
ら
言
わ
れ
た
か
ら
嫌
々
仕
事
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
我
慢
労
働
を
す
る
働
き
ア
リ

か
ら
脱
却
で
き
ま
す
。

「
5
％
社
員
」
の
シ
ン
プ
ル
な
行
動
と
考
え
方
を
自
分
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
同
じ
で
安
心

す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
違
っ
て
学
び
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
自
分
に
は
な
い
も
の
を
見
つ
け
て
、
自
ら
行
動
実
験
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
自
分
の
行
動
を

変
え
た
ら
、
振
り
返
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
う
ま
く
い
っ
た
ら
続
け
れ
ば
よ
い
で
す
し
、
だ

め
な
ら
止
め
れ
ば
良
い
。
こ
の
よ
う
に
内
省
に
よ
っ
て
得
た
学
び
を
次
の
行
動
に
活
か
し
て
い
け
ば
、
必
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はじめに

ず
成
功
に
近
づ
き
ま
す
。

本
書
で
紹
介
す
る
成
功
パ
タ
ー
ン
は
、
す
ぐ
に
パ
ッ
と
魔
法
の
よ
う
に
成
果
が
出
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ダ
メ
ー
ジ
を
低
減
さ
せ
な
が
ら
、
成
功
に
向
け
た
行
動
実
験
を
す
る
た
め
の
材
料
で
す
。

読
ん
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
ぜ
ひ
行
動
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
あ
、
意
外
と
良
か
っ
た
」
と
い
う
感
覚
を
持
て
た
ら
、
あ
な
た
の
意
識
が
変
わ
っ
た
証
拠
で
す
。

こ
の
改
善
行
動
を
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
で
変
化
に
対
応
で
き
、
錆
び
る
こ
と
な
く
長
い
人
生
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

上
位
「
5
％
社
員
」
の
シ
ン
プ
ル
な
考
え
と
行
動
を
参
考
に
す
る
だ
け
で
、
短
い
時
間
で
成
果
を
出
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

2
0
2
0
年
9
月	

越こ
し

川か
わ

慎し
ん

司じ
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

12 5

結
果
は
準
備
で
決
ま
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

13 0
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ト
ッ
プ「
５
％
社
員
」
の

強
い
チ
ー
ム
を
つ
く
る
発
言

「
今
ち
ょ
っ
と
い
い
？
」
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

14 0

「
そ
う
か
も
し
れ
な
い
、
し
か
し
私
は
こ
う
思
う
」
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

14 6

「
い
い
ね
」「
そ
う
だ
ね
」「
さ
す
が
だ
ね
」
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

15 4

「
賛
成
、
さ
ら
に
こ
れ
や
ろ
う
」
 ・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

16 3

「
そ
う
だ
ね
、
で
も
さ
ら
に
こ
う
す
れ
ば
良
い
ね
」
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

16 8

「
そ
う
し
た
ら
、○
○
し
よ
う
」
 ・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

17 2
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ト
ッ
プ「
５
％
社
員
」
の

す
ぐ
や
る
習
慣

席
に
い
な
い
、
動
き
回
る
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

17 6

メ
ー
ル
の
返
信
が
15
分
以
内
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

18 2

ま
ず
単
独
行
動
す
る
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

18 7

新
た
な
経
験
を
好
む
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

19 2

学
び
を
す
ぐ
に
実
践
す
る
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

19 7

仕
事
の
締
め
切
り
に
遅
れ
な
い
 ・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

20 4

す
ぐ
に
メ
モ
を
取
る
 ・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

21 1
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今
日
か
ら
で
き
る

ト
ッ
プ「
５
％
社
員
」
の
ル
ー
テ
ィ
ン

１
日
５
分
の
情
報
収
集
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

21 8

メ
ン
タ
ー
へ
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
習
慣
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

22 2

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
持
つ
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

22 8

週
に
１
回
、15
分
間
の
内
省
タ
イ
ム
を
持
つ
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

23 4

同
じ
操
作
を
繰
り
返
さ
な
い
Ｉ
Ｔ
テ
ク
ニ
ッ
ク
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

24 0

ラ
ン
チ
で
「
ヨ
コ
の
人
脈
」
を
構
築
す
る
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

24 6

あ
と
が
き
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

25 0
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序
章

Ａ
Ｉ
で
１
万
８
０
０
０
人

分
析
し
て
わ
か
っ
た
、

ず
ば
抜
け
た
結
果
を
出
す
人
の

五
原
則
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過
程
よ
り
も
結
果
を
重
視
す
る

「
5
％
社
員
」
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
4
社
の
A
Ⅰ
サ
ー
ビ
ス

を
使
っ
て
分
析
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
高
い
頻
度
で
出
現
す
る
名
詞
は
「
結
果
」
や
「
目
標
」
で
し
た
。

そ
し
て
「
達
成
す
る
」「
成
し
遂
げ
る
」「
認
め
ら
れ
る
」
と
い
う
動
詞
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
95
％
の
一
般
社
員
よ
り
も
3
倍
以
上
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

こ
の
調
査
結
果
か
ら
も
、「
5
％
社
員
」
は
経
緯
よ
り
も
結
果
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

突
出
し
た
成
果
を
残
す
彼
ら
は
、
仕
事
の
過
程
を
評
価
し
て
い
ま
せ
ん
。
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
進
捗

を
確
認
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
成
果
を
出
す
た
め
の
手
段
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
途
中
で

達
成
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

原
則
1

「
5
％
社
員
」の
98
％
が

「
目
的
」
の
こ
と
だ
け
を
考
え
る
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序章
A Iで 1万 8 0 0 0人分析してわかった、
ずば抜けた結果を出す人の五原則

重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
て
い
る
際
に
、
手
を
抜
か
ず
、
そ
し
て
周
囲
と
も
協
力
し
て
、
万
全

の
状
態
で
仕
事
を
進
め
て
い
た
時
で
あ
っ
て
も
、
最
終
的
に
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
失
敗
し
て
し
ま
っ
た

時
に
反
応
が
分
か
れ
ま
す
。

一
般
社
員
の
約
7
割
は
「
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
頑
張
っ
た
し
、
み
ん
な
と
も
協
力
で
き
た
か
ら

よ
か
っ
た
」
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、「
5
％
社
員
」
は
違
い
ま
す
。

「
確
か
に
み
ん
な
で
頑
張
っ
た
し
、
や
れ
る
こ
と
は
や
っ
た
つ
も
り
だ
っ
た
け
れ
ど
、
失
敗
し
た
と
い
う

こ
と
は
、
ど
こ
か
に
失
敗
の
原
因
が
あ
っ
た
の
だ
」
と
考
え
る
の
で
す
。

プ
ロ
セ
ス
を
重
視
す
る
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
そ
れ
を
逃
げ
口
上
に
使
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
、
彼

ら
は
知
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
失
敗
を
失
敗
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
失
敗
の
発
生
原
因
を
つ
き
と

め
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
て
、
次
の
行
動
で
修
正
し
て
い
き
ま
す
。

時
間
を
大
切
に
す
る

「
5
％
社
員
」
は
、
時
間
を
と
て
も
大
切
に
し
ま
す
。

時
計
を
見
る
時
間
は
一
般
社
員
よ
り
も
1
・
7
倍
も
多
く
、
会
議
で
は
期
限
や
時
間
に
関
し
て
2
・
3

倍
以
上
の
発
言
を
し
ま
す
。
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1
分
1
秒
の
大
切
さ
を
心
底
理
解
で
き
て
い
る
人
物
が
そ
の
ま
ま
「
5
％
社
員
」
に
当
て
は
ま
る
と
言

っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

会
社
員
の
生
産
性
と
は
月
給
、
年
俸
な
ど
時
間
軸
が
基
準
と
な
っ
て
そ
の
報
酬
が
決
ま
り
ま
す
の
で
、

時
間
単
位
で
ど
れ
だ
け
の
仕
事
が
で
き
た
か
、
あ
る
い
は
生
み
出
し
た
か
で
決
ま
る
と
言
え
ま
す
。
従
っ

て
、「
5
％
社
員
」
に
と
っ
て
無
駄
に
で
き
る
時
間
は
1
秒
た
り
と
も
な
い
の
で
す
。

た
だ
し
、
1
秒
た
り
と
も
無
駄
に
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
ず
っ
と
走
り
続
け
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
5
％
社
員
」
は
、
適
度
な
休
息
が
な
い
と
良
い
仕
事
が
で
き
な
い
こ
と
も
し
っ
か
り
理
解
し
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
オ
ン
・
オ
フ
の
両
面
で
時
間
を
大
切
に
考
え
て
お
り
、
そ
れ
が
一
般
社
員
と
比

べ
て
特
徴
的
な
考
え
方
の
違
い
で
す
。

自
分
で
目
標
を
設
定
し
て
達
成
を
目
指
し
て
い
る

人
一
倍
向
上
心
が
あ
る
と
い
う
の
も
、「
5
％
社
員
」
の
特
徴
で
す
。

た
と
え
ば
、
営
業
の
仕
事
を
し
て
い
て
、
上
司
か
ら
売
上
目
標
を
設
定
さ
れ
た
と
し
ま
す
。

一
般
社
員
は
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
努
力
を
し
ま
す
が
、「
5
％
社
員
」
は
設
定
さ
れ
た
目
標

以
上
の
高
い
目
標
を
自
ら
設
定
し
、
そ
れ
を
ク
リ
ア
し
よ
う
と
努
め
る
の
で
す
。



1 9

序章
A Iで 1万 8 0 0 0人分析してわかった、
ずば抜けた結果を出す人の五原則

与
え
ら
れ
た
ノ
ル
マ
を
こ
な
す
だ
け
で
精
一
杯
と
か
、
そ
の
ノ
ル
マ
す
ら
こ
な
せ
な
い
と
い
う
一
般
社

員
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
5
％
社
員
」
は
そ
れ
よ
り
も
ず
っ
と
上
の
レ
ベ
ル
で
努
力
を
重
ね
て
い

ま
す
。

目
標
と
い
う
も
の
は
そ
れ
を
達
成
し
て
こ
そ
、
意
味
が
あ
り
ま
す
。

「
5
％
社
員
」
は
そ
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
の
で
、
高
い
目
標
設
定
を
し
た
だ
け
で
満
足
し
て
し

ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

背
伸
び
を
し
て
ギ
リ
ギ
リ
届
く
よ
う
な
目
標
を
自
身
で
設
定
し
た
上
で
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
努

力
を
自
主
的
に
行
い
、
実
際
に
ク
リ
ア
す
る
の
が
「
5
％
社
員
」
な
の
で
す
。

彼
ら
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
達
成
感
で
す
。

達
成
の
た
め
に
は
目
標
が
必
要
で
す
。
こ
の
目
標
を
自
分
で
設
定
し
て
、
最
短
距
離
で
達
成
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

一
方
、
一
般
社
員
は
、
目
標
を
明
確
に
し
な
い
で
仕
事
を
す
る
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、
達
成
に
近
づ
い
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
作
業
時
間
で
充
実
感
を
覚
え
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
達
成
感
と
充
実
感
、
ど
ち
ら
を
大
切
に
す
る
か
で
会
社
や
上
司
か
ら
の
評
価
が
変
わ
っ
て
く
る

の
で
す
。
一
緒
に
作
り
上
げ
て
約
束
し
た
目
標
を
達
成
す
れ
ば
も
ち
ろ
ん
評
価
は
さ
れ
ま
す
。
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し
か
し
、
作
業
を
終
え
る
こ
と
で
充
実
感
を
得
る
だ
け
で
は
、
上
司
に
と
っ
て
必
ず
し
も
褒
め
讃
え
ら

れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
目
標
達
成
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
た
だ

前
に
進
ん
で
い
る
こ
と
自
体
に
満
足
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

目
標
達
成
に
向
け
て
前
に
進
ん
で
い
る
の
で
あ
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
そ
の
方
向
を
間
違
え
る
と
む
し

ろ
後
ろ
に
下
が
っ
て
い
る
の
と
同
じ
こ
と
に
も
な
り
得
ま
す
。
集
中
力
を
増
し
て
作
業
に
勤
し
む
の
は
良

い
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
が
目
標
達
成
に
向
か
っ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
例

え
ば
、
登
山
を
す
る
と
き
、
山
頂
が
決
ま
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
到
達
に
向
け
た
ル
ー
ト
や
、
自
分
の
体

力
と
折
り
合
い
を
つ
け
て
休
憩
な
ど
を
す
る
わ
け
で
す
。
も
し
こ
の
山
頂
が
決
ま
っ
て
な
い
ま
ま
登
山
に

向
か
う
と
、
違
う
山
の
頂
上
に
つ
い
た
り
、
迷
っ
て
帰
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
仕
事
で
は
「
ど
こ
に
向
か
っ
て
作
業
を
進
め
て
い
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

そ
の
作
業
の
量
だ
け
で
褒
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
「
5
％
社
員
」
は
心
得
て
い
ま
す
。

仕
事
は
量
で
は
な
く
質

2
0
1
9
年
4
月
か
ら
働
き
方
改
革
関
連
法
が
施
行
さ
れ
、
歴
史
上
は
じ
め
て
長
時
間
の
上
限
が
規

制
さ
れ
ま
し
た
。
残
業
を
抑
制
し
な
く
て
は
い
け
な
い
上
司
や
会
社
に
と
っ
て
は
、
終
電
間
際
ま
で
仕
事
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序章
A Iで 1万 8 0 0 0人分析してわかった、
ずば抜けた結果を出す人の五原則

を
し
て
「
残
業
な
う
」
と
つ
ぶ
や
い
た
り
、
最
終
電
車
に
乗
っ
て
苦
労
し
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

く
る
部
下
は
厄
介
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
は
上
司
に
対
し
て
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
相
手
を
主
体
に
考
え
行
動
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。
自
分
主
体
で
考
え
る
と
、
自
分
が
満
足
す
れ
ば
終
わ
り
な
わ
け
で
す
か
ら
、
勝
手
に

作
業
の
充
実
感
を
得
て
い
つ
ま
で
も
仕
事
を
し
て
い
て
も
良
い
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
相
手
か
ら
の
信
頼
を
得
て
、「
自
由
と
責
任
」
と
い
っ
た
裁
量
権
を
手
に
し
た
い
の
で
あ
れ

ば
、
自
分
の
能
力
を
最
大
限
発
揮
し
て
、
ど
う
し
た
ら
相
手
か
ら
承
認
さ
れ
る
か
を
考
え
た
ほ
う
が
ス
マ

ー
ト
で
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、
ジ
ョ
ブ
型
の
成
果
主
義
を
導
入
す
る
企
業
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

労
働
時
間
数
で
は
な
く
、
労
働
に
よ
っ
て
生
み
出
し
た
成
果
や
価
値
の
質
に
評
価
さ
れ
る
時
代
に
シ
フ
ト

し
て
き
ま
し
た
。

昔
と
違
い
、
生
産
量
で
は
な
く
生
み
出
し
た
価
値
に
対
し
て
顧
客
は
お
金
を
支
払
い
、
そ
れ
が
売
上
げ

や
利
益
、
社
員
の
報
酬
に
つ
な
が
る
の
で
す
か
ら
、
量
で
は
な
く
質
を
目
指
す
べ
き
な
の
で
す
。
50
枚
の

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
資
料
を
作
る
こ
と
に
精
を
出
す
よ
り
、
1
枚
の
資
料
で
あ
っ
て
も
相
手
の
心
を
揺
り

動
か
し
思
い
通
り
に
動
か
す
こ
と
の
ほ
う
が
大
切
で
あ
り
、
評
価
さ
れ
る
の
で
す
。
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今
回
の
調
査
で
、
一
般
社
員
が
作
成
し
た
資
料
の
ほ
う
が
ペ
ー
ジ
数
が
32
％
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

資
料
の
内
容
が
薄
い
こ
と
を
誤
魔
化
す
た
め
に
、
作
成
枚
数
を
増
や
し
た
で
あ
ろ
う
ケ
ー
ス
が
散
見
さ

れ
ま
し
た
。
一
方
、「
5
％
社
員
」
は
そ
も
そ
も
資
料
作
成
時
間
が
一
般
社
員
よ
り
も
20
％
ほ
ど
短
か
っ

た
の
で
す
。
作
り
上
げ
た
資
料
の
枚
数
は
少
な
く
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
1
ス
ラ
イ
ド
の
中
に
記
載
さ
れ

た
文
字
数
も
少
な
か
っ
た
の
で
す
。

彼
ら
は
伝
え
る
こ
と
よ
り
も
「
伝
わ
る
こ
と
」
を
目
指
し
て
い
る
の
で
、
相
手
の
頭
の
中
に
入
れ
る
べ

き
重
要
な
こ
と
を
見
極
め
、
そ
れ
を
資
料
の
中
で
視
覚
を
通
し
て
相
手
に
「
伝
わ
る
」
よ
う
に
し
て
い
る

の
で
す
。

つ
ま
り
、「
5
％
社
員
」
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
使
い
方
が
上
手
な
わ
け
で
は
な
く
、
資
料
に
入
れ
る

ス
ト
ー
リ
ー
作
り
が
得
意
な
の
で
す
。

ど
の
よ
う
に
相
手
を
説
得
・
共
感
さ
せ
て
、
こ
ち
ら
が
望
む
行
動
を
し
て
も
ら
う
か
と
い
う
戦
略
を
手

書
き
メ
モ
で
作
り
込
み
、
最
後
に
シ
ン
プ
ル
な
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資
料
を
さ
っ
さ
と
作
る
の
で
す
。

正
し
い
目
的
を
理
解
し
、
目
的
に
合
わ
せ
て
行
動
を
し
て
、
最
終
的
に
成
果
に
結
び
つ
け
る
の
が
「
5

％
社
員
」
の
特
徴
で
す
。
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序章
A Iで 1万 8 0 0 0人分析してわかった、
ずば抜けた結果を出す人の五原則

「
5
％
社
員
」
は
、
仕
事
に
対
し
て
の
知
識
を
十
分
保
有
し
て
お
り
、
し
っ
か
り
と
考
え
て
動
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

し
か
し
、
知
識
が
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
を
ひ
け
ら
か
し
た
り
、
他
の
人
を
下
に
見
た
り
と
い
う

こ
と
を
決
し
て
し
ま
せ
ん
。
先
輩
だ
っ
た
り
、
上
司
の
立
場
に
あ
る
と
、
後
輩
や
部
下
た
ち
に
対
し
て
偉

そ
う
な
態
度
を
取
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
過
去
の
武
勇
伝
を
何
度
も
話
す
ダ
メ
上
司
は
こ
の
部
類
で
す
。

し
か
し
、「
5
％
社
員
」
は
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
せ
ず
、
む
し
ろ
謙
虚
で
、
さ
ら
に
質
の
高
い
知
識
を

習
得
し
よ
う
と
貪
欲
で
す
。

つ
ま
り
、「
5
％
社
員
」
は
、「
自
分
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
」「
ま
だ
学
べ
て
い
な
い
こ
と
が
あ

る
」
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
お
り
、
他
者
か
ら
自
分
が
持
っ
て
い
な
い
知
見
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。 原

則
2

「
5
％
社
員
」の
87
％
が

「
弱
み
」
を
見
せ
る
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「
好
意
の
返
報
性
」

「
5
％
社
員
」
は
、
自
分
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
当
た
っ
た
時
は
、
質
問
を
し
、
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を

そ
の
ま
ま
に
は
し
て
お
き
ま
せ
ん
。
問
題
に
対
し
て
真
摯
に
学
び
、
新
た
な
知
識
を
得
よ
う
と
し
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
上
司
か
ら
も
信
頼
さ
れ
、
部
下
か
ら
も
慕
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
相
手
に
腹
を
割
ら
せ
る
に
は
、
自
分
も
腹
を
割
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
心
理
学
で
い

う
「
好
意
の
返
報
性
」
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
人
に
何
か
施
し
を
受
け
た
と
き
、
お
返
し
を
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
こ
と
を
「
返
報
性
の
原
理
」
と
い
い
ま
す
。
先
に
相
手
が
自
己

開
示
し
た
と
き
、
自
分
も
同
じ
程
度
の
情
報
を
開
示
し
よ
う
と
考
え
る
の
は
、
こ
の
返
報
性
の
原
理
に
よ

る
も
の
で
す
。

例
え
ば
デ
パ
ー
ト
の
地
下
の
食
品
売
り
場
で
の
試
食
は
、
こ
の
「
返
報
性
の
原
理
」
を
利
用
し
た
も
の

で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
も
の
で
も
試
食
を
し
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
を
買
わ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
負
い
目
を
感
じ
て
、
つ
い
つ
い
購
入
し
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

「
返
報
性
の
原
理
」
は
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
適
用
で
き
ま
す
。

相
手
が
素
直
に
腹
を
割
っ
て
話
せ
ば
、
自
分
も
腹
を
割
っ
て
話
し
た
い
と
思
う
の
で
す
。
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序章
A Iで 1万 8 0 0 0人分析してわかった、
ずば抜けた結果を出す人の五原則

例
え
ば
、
同
僚
の
働
き
が
い
を
聞
い
て
み
た
い
と
思
っ
た
ら
、「
お
前
の
働
き
が
い
っ
て
何
?
」
と
、

一
方
的
に
聞
い
て
も
12
％
の
人
し
か
答
え
て
く
れ
ま
せ
ん
。

一
方
、
先
に
「
自
分
が
ど
う
い
う
時
に
働
き
が
い
を
感
じ
た
か
」
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
伝
え
、
そ
の

上
で
「
働
き
が
い
を
感
じ
た
こ
と
あ
る
?
」
と
聞
く
と
78
％
の
人
が
自
分
の
働
き
が
い
を
答
え
て
く
れ

ま
す
。

こ
れ
は
相
手
の
精
神
的
な
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
効
果
も
あ
り
、
何
で
も
言
い
合
え
る
心
理
的
安
全
性
が

担
保
さ
れ
る
の
で
、
様
々
な
情
報
を
聞
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
5
％
社
員
」
は
こ
の
原
理
を
理
解
し
て
お
り
、
相
手
に
多
く
の
意
見
や
情
報
を
出
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ

て
い
ま
す
。

例
え
ば
会
議
で
は
、
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
た
め
に
、
い
き
な
り
本
題
に
入
る
こ
と
な
く
雑
談
で

参
加
者
同
士
の
心
理
的
安
全
性
を
確
認
し
て
か
ら
、
意
見
を
出
し
合
う
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
が
出
て
き
ま
す
。

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
26
社
で
、
ア
イ
デ
ア
出
し
会
議
の
冒
頭
2
分
だ
け
雑
談
を
入
れ
た
チ
ー
ム
と
、
雑
談
を

入
れ
な
か
っ
た
チ
ー
ム
で
そ
れ
ぞ
れ
30
組
ず
つ
2
週
間
実
践
し
て
比
較
検
証
し
ま
し
た
。
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そ
の
結
果
、
雑
談
あ
り
の
会
議
の
チ
ー
ム
の
ほ
う
が
、
発
言
者
数
と
発
言
数
が
2
倍
近
く
多
く
な
り
、

か
つ
時
間
通
り
に
終
わ
る
可
能
性
が
1
・
6
倍
高
か
っ
た
の
で
す
。

ア
イ
デ
ア
が
た
く
さ
ん
出
れ
ば
、
意
思
決
定
の
判
断
材
料
は
十
分
に
集
ま
り
ま
す
の
で
、「
今
日
は
時

間
が
な
い
か
ら
次
回
再
び
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
お
う
」
と
な
ら
な
い
の
で
す
。

こ
の
心
理
的
安
全
性
を
確
保
す
る
上
で
、
重
要
な
こ
と
は
、
最
初
に
く
だ
ら
な
い
発
言
を
す
る
こ
と
で

す
。最

初
に
難
し
い
話
を
す
る
と
、
次
に
発
言
す
る
人
の
精
神
的
な
ハ
ー
ド
ル
が
高
ま
り
発
言
し
に
く
い
空

気
に
な
り
ま
す
。
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
話
さ
な
い
ほ
う
が
安
全
な
わ
け
で
す
か
ら
、
発
言

量
が
減
り
、
結
果
的
に
そ
の
会
議
の
目
的
を
達
成
し
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
自
分
の
価
値
観
を
押
し
付
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

異
質
な
つ
な
が
り
を
作
る
に
は
、
不
要
な
固
定
観
念
や
無
駄
な
こ
だ
わ
り
な
ど
を
捨
て
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、「
5
％
社
員
」
は
自
分
の
弱
い
部
分
を
見
せ
て
決
し
て
強
い
部
分
に
よ
る
マ
ウ
ン
テ

ィ
ン
グ
は
し
ま
せ
ん
。
調
査
を
し
て
い
て
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、「
5
％
社
員
」
は
、
は
じ
め
て
の
人
と

関
係
を
構
築
す
る
と
き
に
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
雑
談
か
ら
入
り
、
そ
こ
で
相
手
と
の
距
離
感
を
縮
め
た
上
で
、
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序章
A Iで 1万 8 0 0 0人分析してわかった、
ずば抜けた結果を出す人の五原則

関
係
を
構
築
す
る
と
な
っ
た
と
き
は
、
ま
ず
自
分
の
弱
み
を
さ
ら
け
出
し
て
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、「
5
％
社
員
」
は
自
分
の
弱
み
を
出
す
こ
と
に
抵
抗
が
な
い
と
答
え
た
人
は

73
％
い
ま
し
た
。

一
方
「
95
％
社
員
」
の
中
で
は
弱
み
を
さ
ら
け
出
す
こ
と
に
抵
抗
が
な
い
と
答
え
た
の
は
23
％
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、「
5
％
社
員
」
は
相
対
的
に
弱
み
が
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
心
構
え
と
し
て
不
要
な

プ
ラ
イ
ド
に
引
っ
張
ら
れ
る
こ
と
な
く
自
分
の
で
き
な
い
こ
と
や
弱
点
を
相
手
に
見
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
心
構
え
で
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
法
の
一
環
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
ま
す
。

決
し
て
弱
い
部
分
を
見
せ
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
弱
い
部
分
を
見
せ
る
と
い
う
手
段
を
通
じ
て
、

相
手
の
懐
に
入
る
と
い
う
目
的
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
異
質
な
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
、
新
た
な
化
学
反
応
を
起
こ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

そ
の
異
質
な
人
た
ち
の
性
格
や
能
力
と
い
っ
た
要
素
を
表
に
出
そ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

自
己
開
示
で
信
頼
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

自
己
開
示
と
は
、
何
の
意
図
も
な
く
自
分
自
身
の
情
報
を
あ
り
の
ま
ま
に
伝
え
る
こ
と
で
す
。
個
人
的

な
情
報
以
外
に
も
、
自
分
の
「
感
情
」
を
相
手
に
伝
え
る
の
も
自
己
開
示
の
ひ
と
つ
で
す
か
ら
、
自
分
の
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気
持
ち
や
考
え
方
を
包
み
隠
さ
ず
伝
え
て
、
相
手
か
ら
共
感
や
理
解
を
得
や
す
く
し
ま
す
。

ま
た
、
自
分
の
弱
み
を
含
め
て
自
己
開
示
し
て
い
く
こ
と
で
、
冷
静
に
頭
の
中
が
整
理
で
き
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

言
葉
を
発
す
る
こ
と
で
自
分
の
意
見
が
明
確
に
な
り
、
話
し
な
が
ら
頭
の
中
が
整
理
で
き
ま
す
。

「
5
％
社
員
」
の
中
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
低
く
口
下
手
な
人
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
人
は
、
自
己
開
示
を
し
な
が
ら
相
手
と
話
を
し
て
、
信
頼
関
係
を
高
め
て
い
く
と
同
時
に
、
自

分
の
弱
み
と
強
み
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
、
頭
の
中
を
ス
ッ
キ
リ
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

具
体
的
な
自
己
開
示
方
法

会
話
を
盛
り
上
げ
る
に
は
、
た
だ
自
分
の
こ
と
を
ベ
ラ
ベ
ラ
と
話
す
だ
け
で
な
く
、
質
問
を
す
る
の
が

効
果
的
で
す
。

こ
ち
ら
が
自
己
開
示
を
す
る
と
、
相
手
も
自
分
の
情
報
を
話
そ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
の
ひ
と
つ
に
「
オ
ー
プ
ン
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
イ

エ
ス
か
ノ
ー
で
答
え
る
よ
う
な
質
問
を
す
る
の
で
は
な
く
、
自
由
に
答
え
ら
れ
る
質
問
を
す
る
と
、
相
手
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序章
A Iで 1万 8 0 0 0人分析してわかった、
ずば抜けた結果を出す人の五原則

の
情
報
や
考
え
方
を
多
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
す
。

質
問
を
す
る
と
き
は
、
5
W
1
H
＝
「w

hen

（
い
つ
）・w

here

（
ど
こ
で
）w

ho

（
誰
）・w

hat

（
何
）・

w
hy

（
な
ぜ
）・how

（
ど
う
や
っ
て
）」
を
使
っ
て
話
す
と
、
相
手
か
ら
多
く
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

例
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
聞
き
方
で
す
。

×	

「
私
は
ラ
ー
メ
ン
が
好
き
な
ん
だ
け
ど
、
あ
な
た
も
ラ
ー
メ
ン
好
き
?
」

○	

「
私
は
ラ
ー
メ
ン
が
好
き
な
ん
だ
け
ど
、
あ
な
た
は
麺
類
だ
っ
た
ら
何
が
好
き
?
」

希
少
価
値
の
高
い
情
報
は
ネ
ッ
ト
で
は
な
く
、
人
に
紐
づ
い
て
い
る
こ
と
を
「
5
％
社
員
」
は
知
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
多
く
の
人
を
巻
き
込
ん
で
複
雑
な
解
決
を
し
て
い
く
こ
と
を
重
要
視
し
て
い
る
「
5

％
社
員
」
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣
い
と
配
慮
で
、
信
頼
で
き
る
人
脈
を
構
築
し
て
い
ま
し
た
。
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「
5
％
社
員
」
は
、
自
発
的
に
行
動
し
て
、
結
果
と
し
て
自
分
の
活
躍
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド
を
見
つ
け
ま

す
。
天
性
の
能
力
や
運
を
否
定
は
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
成
果
を
出
し
続
け
て
ト
ッ
プ
5
％
の
評
価
を
得

る
人
材
は
、
共
通
し
て
行
動
の
量
が
多
い
こ
と
が
特
徴
的
で
す
。
95
％
の
一
般
社
員
よ
り
も
、「
5
％
社

員
」
の
方
が
、
会
話
や
チ
ャ
ッ
ト
で
接
す
る
人
数
が
多
く
、
会
議
で
の
発
言
頻
度
は
一
般
社
員
よ
り
32
％

多
く
、
社
内
で
の
移
動
距
離
も
22
％
長
か
っ
た
の
で
す
。

一
方
、
評
価
が
良
く
な
い
社
員
の
口
癖
は
、「
ど
う
せ
」
や
「
だ
け
ど
」
で
す
。

「
だ
け
ど
今
は
忙
し
く
て
手
を
つ
け
ら
れ
な
い
」
や
「
ど
う
せ
失
敗
し
て
し
ま
う
か
ら
、
や
っ
て
も
意
味

が
な
い
」
と
言
っ
て
新
た
な
挑
戦
を
避
け
て
い
き
ま
す
。
彼
ら
は
失
敗
す
る
こ
と
が
怖
く
て
、
自
分
た
ち

の
可
能
性
を
閉
ざ
し
、
思
考
を
停
止
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
す
。

こ
れ
で
は
、
変
化
に
合
わ
せ
て
行
動
を
修
正
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

原
則
3

「
5
％
社
員
」の
85
％
が

「
挑
戦
」
を「
実
験
」
と
捉
え
る
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序章
A Iで 1万 8 0 0 0人分析してわかった、
ずば抜けた結果を出す人の五原則

全
て
は
学
び
だ
と
考
え
る

「
5
％
社
員
」
で
あ
っ
て
も
失
敗
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
失
敗
し
た
時
も
「
ど
こ
が
ダ
メ
だ
っ
た
か
ら
こ
う
な
っ
た
の
か
」「
何
を
変
え
る
必
要
が
あ

る
の
か
」
と
い
っ
た
点
を
自
分
に
問
い
続
け
、
失
敗
し
た
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
次
に
活
か
す
の
で
す
。

失
敗
の
原
因
を
責
任
転
嫁
し
て
い
て
は
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
ら
ず
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
結
果

を
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
失
敗
し
て
も
そ
れ
を
改
善
の
材
料
と
捉
え
、
次
の
行
動
を
修
正
し
て
い
け

ば
、
成
長
で
き
ま
す
し
、
成
功
に
も
近
づ
い
て
い
く
の
で
す
。

そ
も
そ
も
「
5
％
社
員
」
は
、
失
敗
を
さ
ほ
ど
悪
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
成
功
し
て
も
学
び
が
な
い
こ
と
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
ま
す
。

「
5
％
社
員
」
は
、「
こ
の
辛
い
経
験
に
よ
っ
て
学
び
を
得
た
か
ら
、
必
ず
次
は
失
敗
し
な
い
」
と
、
失

敗
を
自
分
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
の
材
料
に
変
え
る
癖
を
も
っ
て
い
ま
す
。

迷
っ
た
時
は
苦
し
い
ほ
う
を
選
択
す
る

自
分
の
行
動
を
変
え
る
小
さ
な
実
験
に
よ
っ
て
経
験
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
す
る
「
5
％
社
員
」
は
、
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あ
え
て
苦
し
い
選
択
や
難
し
い
選
択
を
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

社
内
の
超
エ
ー
ス
級
で
あ
る
彼
ら
は
、
昇
進
や
昇
格
、
そ
し
て
部
署
異
動
と
い
っ
た
複
数
の
選
択
肢
を

与
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
、
ど
う
考
え
て
も
A
の
ほ
う
が
良
い
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
苦

し
い
B
を
選
択
す
る
人
た
ち
が
複
数
い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
あ
る
精
密
機
器
メ
ー
カ
ー
で
「
営
業
部
長
が
昇
進
し
て
営
業
本
部
長
に
な
る
」
と
い
う
選
択

肢
と
、「
隣
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
の
部
長
に
横
滑
り
す
る
」
と
い
う
選
択
肢
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、「
自

分
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
で
経
験
を
積
み
重
ね
た
い
」
と
本
部
長
で
は
な
く
部
長

を
選
択
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

以
前
は
T
型
人
材
が
も
て
は
や
さ
れ
ま
し
た
。
専
門
分
野
の
深
い
知
識
を
も
つ
I
型
人
材
（
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
）
に
、
他
の
分
野
に
対
し
て
も
幅
広
い
知
識
と
知
見
を
も
つ
と
い
う
意
味
の
横
棒
「─

」
を
プ
ラ

ス
し
た
人
材
の
こ
と
で
す
。

今
回
の
調
査
で
、「
5
％
社
員
」
は
自
分
に
な
い
経
験
や
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
よ
う
と
す
る
人
が
69
％

も
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
一
方
、
一
般
社
員
で
は
I
型
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
す
人
が
63

％
い
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
「
5
％
社
員
」
は
横
の
広
が
り
が
あ
る
幅
広
い
知
識
と
知
見
を
も
つ
こ
と
を
、
95
％
の
一
般
社
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序章
A Iで 1万 8 0 0 0人分析してわかった、
ずば抜けた結果を出す人の五原則

員
は
縦
の
専
門
性
の
追
求
を
望
ん
で
い
る
の
で
す
。

「
5
％
社
員
」
は
、
変
化
の
激
し
い
中
で
対
応
力
を
高
め
て
い
く
に
は
、
1
つ
の
ス
キ
ル
や
技
術
に
固
執

す
る
こ
と
な
く
、
よ
り
多
様
な
能
力
を
身
に
付
け
て
い
っ
た
ほ
う
が
市
場
価
値
が
高
ま
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
彼
ら
は
た
し
算
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
は
な
く
、
か
け
算
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
多
様

な
経
験
を
し
て
、
場
数
を
踏
ん
で
い
る
人
の
ほ
う
が
、
社
内
で
も
要
職
に
つ
き
や
す
く
、
同
時
に
社
外
の

市
場
価
値
も
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
経
験
と
ス
キ
ル
の
複
線
化
を
進
め
る
と
、
社
内
外
で
評
価
が
高
ま
っ
て
い
く
の
で
す
。

経
歴
偏
重
の
採
用
は
キ
ケ
ン

こ
う
い
っ
た
傾
向
か
ら
す
る
と
、
単
に
過
去
の
職
歴
や
経
験
を
重
視
し
た
中
途
採
用
の
募
集
を
行
う
の

で
は
な
く
、
そ
の
人
が
持
っ
て
い
る
変
化
対
応
力
や
、
ス
キ
ル
の
多
様
性
な
ど
を
見
て
い
っ
た
ほ
う
が
結

果
的
に
は
優
秀
な
人
材
が
獲
得
で
き
ま
す
。

実
際
に
弊
社
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
企
業
で
実
験
を
し
て
み
ま
し
た
。

職
歴
や
経
歴
を
重
視
し
た
応
募
条
件
で
中
途
採
用
を
募
集
し
た
ケ
ー
ス
と
、
1
つ
で
は
な
く
複
数
の
職

種
経
験
を
持
つ
人
、
と
い
っ
た
多
様
性
重
視
の
応
募
条
件
で
募
集
し
た
ケ
ー
ス
で
は
、
結
果
的
に
後
者
の
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ほ
う
が
優
秀
な
人
材
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
2
つ
の
ケ
ー
ス
で
、
1
年
半
後
に
そ
の
採
用
し
た
社
員
が
活
躍
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
人
事
部
長

に
判
断
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
良
い
人
材
が
採
れ
た
と
回
答
し
た
の
は
、
職
歴
や
経
歴
を
重
視
し
た
前

者
の
ケ
ー
ス
で
は
64
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、
複
数
の
職
種
経
験
を
持
つ
な
ど
の
多
様
性
を
重
視
し
た
後
者

の
ケ
ー
ス
で
は
82
％
で
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
ひ
と
つ
の
大
き
な
実
績
を
残
す
こ
と
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
複
数
の
職
種
で
多

様
な
経
験
を
積
む
こ
と
が
人
材
と
し
て
の
価
値
を
高
め
る
の
だ
と
わ
か
り
ま
す
。
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序章
A Iで 1万 8 0 0 0人分析してわかった、
ずば抜けた結果を出す人の五原則

「
行
動
を
変
え
る
た
め
に
は
意
識
を
変
え
な
い
と
ダ
メ
だ
!
」
と
い
う
主
張
の
自
己
啓
発
本
が
多
々
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、「
意
識
が
変
わ
ら
な
い
と
行
動
を
変
え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
の
は
間
違
い
で
す
。

意
識
を
変
え
る
こ
と
は
必
要
で
す
。
た
だ
、
そ
れ
を
じ
っ
と
待
っ
て
い
て
も
何
も
起
こ
ら
な
い
こ
と
を

「
5
％
社
員
」
は
理
解
し
て
い
ま
す
。

意
識
を
変
え
る
前
に
行
動
す
る

意
識
を
変
え
て
行
動
す
る
の
で
は
な
く
、
行
動
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
意
識
が
変
わ
る
の
で
す
。

行
動
を
し
て
み
た
ら
変
化
が
起
き
た
こ
と
を
自
覚
し
、「
行
動
を
起
こ
す
こ
と
に
価
値
が
あ
る
」
と
い

う
意
識
に
変
わ
る
の
で
す
。
そ
う
や
っ
て
行
動
を
継
続
し
て
い
く
と
、
行
動
変
容
が
習
慣
に
変
わ
り
ま
す
。

意
識
せ
ず
に
行
動
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
く
の
で
す
。

原
則
4

「
5
％
社
員
」の
73
％
が

「
意
識
変
革
」
は
し
な
い
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こ
れ
は
、「
5
％
社
員
」
に
限
ら
ず
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
企
業
16
万
人
の
行
動
実
験
を
し
た
こ
と
か
ら
も

わ
か
り
ま
す
。

多
く
の
企
業
は
、
社
員
の
意
識
を
変
え
る
た
め
に
、
経
営
陣
や
人
事
責
任
者
が
意
識
を
変
え
る
こ
と
の

必
要
性
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
声
か
け
だ
け
で
は
き
っ
か
け
の
一
部
に
は
な
る
も
の
の
、
根
本
的

に
意
識
を
変
え
た
、
そ
の
後
の
行
動
変
容
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

働
き
方
改
革
に
成
功
し
て
い
る
企
業
も
そ
の
学
び
を
活
か
し
、
意
識
を
変
え
る
こ
と
よ
り
も
行
動
を
変

え
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
半
ば
強
制
的
に
行
動
の
一
部
だ
け
を
変
え
て
、
内
省
に
よ
っ
て
学
び
を

得
ま
す
。
振
り
返
っ
て
よ
け
れ
ば
続
け
れ
ば
い
い
で
す
し
、
悪
化
し
た
の
で
あ
れ
ば
や
め
る
べ
き
で
す
。

こ
の
内
省
に
よ
る
気
づ
き
を
得
る
こ
と
で
、
見
え
な
か
っ
た
部
分
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
ま
た
気

づ
か
な
か
っ
た
部
分
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
あ
、
意
外
と
よ
か
っ
た
!
」
と
い
う
言
葉
が
出
れ

ば
大
成
功
で
す
。
こ
の
言
葉
を
発
す
る
人
の
78
％
は
自
ら
が
行
っ
た
行
動
の
意
義
と
目
的
を
深
く
理
解
し
、

腹
落
ち
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
自
分
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
実
感
で
き
れ
ば
、
そ
の
行
動
変
容
を
自
分

ご
と
と
し
て
、
そ
の
後
の
改
善
活
動
を
継
続
さ
せ
て
い
こ
う
と
し
ま
す
。

29
社
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
企
業
に
対
し
て
毎
月
何
か
し
ら
の
新
し
い
行
動
を
強
制
さ
せ
ま
し
た
。
全
て
の
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序章
A Iで 1万 8 0 0 0人分析してわかった、
ずば抜けた結果を出す人の五原則

社
内
会
議
を
45
分
に
設
定
し
た
り
、
他
部
門
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
の
連
携
を
強
制
さ
せ
て
み
ま
し

た
。は

じ
め
は
抵
抗
す
る
人
も
い
た
の
で
す
が
、
実
際
に
行
動
を
し
て
み
た
ら
、「
思
い
の
ほ
か
効
果
が
実

感
で
き
た
」
と
答
え
る
社
員
が
82
％
以
上
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
68
％
は
、
特
に
指
示
を
し
て
い
な
い
の

に
、
そ
の
行
動
を
継
続
し
ま
し
た
。

一
方
、
意
識
が
変
わ
る
こ
と
を
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
言
い
聞
か
せ
続
け
て
、
2
年
後
に
現
場
の
意
識
と
行

動
が
自
発
的
に
変
わ
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
は
8
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ
り
意
識
変
革
の
重
要
性
は
謳
う
べ
き
で
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

は
必
要
条
件
で
あ
っ
て
十
分
条
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

同
時
に
必
要
な
の
は
、
現
場
で
自
発
的
に
行
動
さ
せ
る
仕
組
み
作
り
で
す
。

組
織
全
員
が
「
働
き
方
改
革
が
必
要
」
と
意
識
が
変
わ
る
ま
で
待
っ
て
い
た
ら
何
年
も
か
か
り
ま
す
。

ま
ず
行
動
を
起
こ
し
て
、
そ
の
あ
と
に
意
識
が
変
わ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は
、
初
動
が
早
く
、
率

先
し
て
新
た
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

意
識
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
実
感
で
き
る
と
、
行
動
を
起
こ
し
た
自
分
に
自
信
が
持
て
る
の
で
、
思
考
が
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前
向
き
に
な
り
ま
す
。
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
行
動
を
起
こ
し
、
一
緒
に
効
果
を
実
感
し
ま
す
。
変

化
へ
の
対
応
力
を
一
緒
に
身
に
付
け
よ
う
と
す
る
人
に
は
、
自
然
と
前
向
き
な
人
が
集
ま
り
、
助
け
合
う

こ
と
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
連
鎖
が
拡
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
各
社
の
「
5
％
社
員
」
た
ち
に
も
、
は
じ
め
は
こ
う
い
っ
た
行
動
実
験
に
対
し
て
、
抵

抗
を
示
す
人
が
多
数
い
ま
し
た
。
し
か
し
彼
ら
は
内
省
の
習
慣
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
行
動
を
変
え
た

こ
と
に
よ
っ
て
自
分
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ど
う
か
を
判
定
し
、
意
義
・
目
的
が
わ
か
れ
ば
そ
う
い
っ
た

行
動
実
験
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
こ
の
「
5
％
社
員
」
は
そ
の
行
動
実
験
の
結
果
を
、
同
僚
に
広
め
る
傾
向
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
情
報
共
有
の
際
に
は
、
は
じ
め
に
良
い
こ
と
ば
か
り
を
ま
く
し
立
て
る
の
で
は
な
く
、「
も
と
も

と
は
自
分
自
身
も
抵
抗
が
あ
っ
た
が
、
や
っ
て
み
た
ら
作
業
時
間
が
8
％
減
っ
た
」
と
い
っ
た
具
体
的
な

メ
リ
ッ
ト
を
相
手
に
伝
え
て
共
感
を
得
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

「
〜
す
べ
き
」
と
正
論
を
か
ざ
し
て
も
、
抵
抗
勢
力
は
動
か
な
い
こ
と
を
「
5
％
社
員
」
は
理
解
し
て
い

る
の
で
す
。

相
手
と
共
鳴
す
る
た
め
に
、
は
じ
め
に
相
手
と
同
じ
よ
う
な
悩
み
や
課
題
を
説
明
し
、
そ
の
悩
み
が
ど
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う
や
っ
て
解
決
し
た
か
を
具
体
的
に
説
明
す
れ
ば
、
相
手
の
腹
落
ち
感
を
醸
成
で
き
る
わ
け
で
す
。

社
内
で
一
目
を
置
か
れ
て
い
る
の
が
「
5
％
社
員
」
で
す
か
ら
、
周
り
の
社
員
は
、
な
お
さ
ら
彼
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
取
り
入
れ
や
す
い
の
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
組
織
と
し
て
働
き
方
改
革
を
強
力
に
推
進
す
る
に
は
、
ま
ず
こ
う
い
っ
た
「
5
％

社
員
」
の
腹
落
ち
感
を
作
り
、
彼
ら
を
起
点
と
し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
社
内
で
増
や
し
て
い
く
こ
と

で
う
ま
く
推
進
で
き
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
が
他
の
社
員
に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
連
鎖
を
起
こ
す
よ
う
な
仕
組
み
に
す
れ
ば
、

組
織
全
体
が
働
き
が
い
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
結
果
的
に
生
産
性
も
上
が
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
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目
標
か
ら
逆
算
し
て
考
え
る

逆
算
の
思
考
方
法
は
、
優
秀
な
人
が
漏
れ
な
く
や
っ
て
い
る
方
法
で
す
。

ま
ず
は
目
標
設
定
か
ら
適
切
に
行
う
必
要
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
設
定
し
た
目
標
か
ら
ど
ん
ど
ん
ブ
レ

イ
ク
ダ
ウ
ン
し
て
「
今
月
や
る
べ
き
こ
と
」「
今
週
や
る
べ
き
こ
と
」「
今
や
る
べ
き
こ
と
」
を
明
確
に
し

て
い
き
ま
す
。
自
分
の
能
力
を
把
握
し
、
必
要
な
時
間
や
費
用
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
達
成
時
期
を
意
識

す
る
こ
と
は
重
要
で
す
。

彼
ら
「
5
％
社
員
」
は
、
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
を
山
登
り
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に
山
の
頂
上
を
意
識
し
、
今
自
分
が
ど
の
位
置
に
い
て
ど
れ
ぐ
ら
い
の
時
間
と
コ
ス
ト
を
か
け

て
頂
上
に
到
達
す
る
か
を
逆
算
し
、
そ
こ
に
対
し
て
行
動
を
起
こ
し
て
い
き
ま
す
。

原
則
5

「
5
％
社
員
」の
68
％
が

常
に「
ギ
ャ
ッ
プ
」
か
ら
考
え
る
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ずば抜けた結果を出す人の五原則

95
％
の
一
般
社
員
も
そ
の
よ
う
な
逆
算
を
意
識
し
て
山
を
登
る
人
た
ち
も
い
ま
す
が
、
彼
ら
は
準
備
に

多
く
の
時
間
を
要
し
て
し
ま
い
、
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ
て
、
頂
上
に
立
っ
て
取
り
付
く
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
長

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
5
％
社
員
」
は
、
ま
ず
最
低
限
の
計
画
、
つ
ま
り
旅
の
し
お
り
を
作
っ
て
か
ら
動
き
は
じ
め
ま
す
。

頂
上
を
意
識
し
て
コ
ン
パ
ス
を
見
な
が
ら
正
し
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
て
も
、
途
中
で
振
り
返
っ
て
間

違
い
だ
と
思
え
ば
す
ぐ
に
戻
り
ま
す
。

そ
し
て
途
中
で
内
省
す
る
こ
と
で
行
動
を
修
正
し
て
い
き
、
最
終
的
に
最
短
距
離
で
頂
上
に
到
達
す
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

一
見
「
5
％
社
員
」
の
ほ
う
が
差
し
戻
し
や
行
動
修
正
な
ど
の
手
間
が
か
か
り
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
長

く
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
彼
ら
は
ス
タ
ー
ト
が
速
く
、
修
正
す
る
か
し
な
い
か
の
判
断
が
明
確
な

の
で
迷
わ
ず
行
動
を
継
続
し
て
い
け
ま
す
。

そ
の
た
め
、
計
画
に
長
時
間
を
要
す
、
95
％
の
一
般
社
員
よ
り
も
早
く
頂
上
に
到
着
し
ま
す
。

こ
れ
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
各
社
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
で
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

優
秀
な
リ
ー
ダ
ー
が
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
、
そ
う
で
は
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
行
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動
量
と
到
達
の
ス
ピ
ー
ド
に
差
が
出
ま
し
た
。

優
秀
な
リ
ー
ダ
ー
は
目
的
志
向
で
行
動
派
で
す
か
ら
、
ま
ず
は
ス
タ
ー
ト
を
し
て
、
途
中
で
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
を
設
け
、
ど
ん
ど
ん
決
め
て
い
き
ま
す
。

一
方
、
優
秀
な
リ
ー
ダ
ー
が
存
在
し
て
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
基
本
設
計
や
行
動
プ
ラ
ン
を
練
る

こ
と
に
時
間
を
か
け
、
ス
タ
ー
ト
が
遅
く
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
振
り
返
り
の
頻
度
は
少
な
い
た
め
、
結
果
的
に
だ
ら
だ
ら
と
無
駄
な
作
業
を
発
生
さ
せ
て
し

ま
い
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
優
秀
な
リ
ー
ダ
ー
は
、
明
確
な

目
標
と
目
的
を
メ
ン
バ
ー
に
意
識
さ
せ
、
納
期
か
ら
逆
算
し
な
が
ら
勇
気
を
持
っ
て
決
断
を
す
る
覚
悟
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
自
分
の
判
断
が
1
0
0
％
正
し
い
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
途
中
で
し
っ
か
り
と
振
り

返
り
、
柔
軟
に
行
動
を
修
正
し
て
い
く
姿
勢
で
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
こ
の
修
正
力
が
無
駄

な
作
業
を
生
ま
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
。

相
手
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
縮
め
る

先
程
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
各
社
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
比
較
に
お
い
て
、
優
秀
な
リ
ー
ダ
ー
は
、
視
点
の
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広
さ
も
特
徴
的
で
し
た
。

彼
ら
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
体
像
を
俯
瞰
的
に
眺
め
て
い
ま
す
の
で
修
正
点
を
的
確
に
見
つ
け
出
し
て

い
ま
し
た
。

一
方
う
ま
く
い
っ
て
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ど
う
し
て
も
物
事
を
局
所
的
に
見
て
し
ま
い
、
ま
た

緊
急
度
の
高
い
こ
と
全
て
を
こ
な
そ
う
と
す
る
の
で
、
メ
ン
バ
ー
が
疲
弊
し
、
振
り
返
る
と
緊
急
度
は
高

い
が
重
要
度
が
低
い
仕
事
に
も
手
を
つ
け
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
後
悔
す
る
の
で
す
。

こ
う
い
っ
た
視
点
を
も
つ
こ
と
で
、
納
品
先
の
顧
客
や
社
内
の
上
司
た
ち
と
の
認
識
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
目
の
前
の
仕
事
に
追
わ
れ
て
し
ま
う
と
無
駄
な
作
業
に
も
気
が
付
き
ま
せ
ん
。
も

ち
ろ
ん
汗
を
流
し
て
作
業
し
て
く
れ
る
メ
ン
バ
ー
た
ち
に
は
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
す
。

し
か
し
、
顧
客
や
上
司
は
、
プ
ロ
セ
ス
よ
り
も
結
果
で
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
良
し
悪
し
を
判
断
し
ま

す
。
適
度
に
振
り
返
り
、
行
動
を
修
正
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
で
進
捗
が
可
視
化
で
き
ま
す
。

優
秀
な
リ
ー
ダ
ー
は
、
途
中
経
過
と
し
て
「
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
」
と
「
う
ま
く
い
っ
て
い
な

い
と
こ
ろ
」
を
包
み
隠
さ
ず
に
顧
客
や
上
司
に
報
告
し
ま
す
。
最
後
の
最
後
に
な
っ
て
「
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
」
や
「
遅
れ
ま
す
」
と
相
手
が
言
わ
れ
た
ら
困
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
れ
は
顧
客
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
同
じ
で
す
。

情
報
を
伝
え
る
発
表
者
と
、
時
間
を
無
駄
に
せ
ず
に
効
率
的
に
情
報
を
得
た
い
顧
客
で
は
、
そ
の
目
的
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に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

「
５
％
社
員
」
は
事
前
に
顧
客
の
ニ
ー
ズ
（
需
要
）

を
し
っ
か
り
つ
か
み
、
そ
れ
と
自
分
た
ち
の
要
望
を

近
づ
け
て
情
報
を
供
給
す
る
の
で
す
。「
５
％
社

員
」
が
一
般
社
員
よ
り
も
事
前
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
す
る

の
は
そ
の
理
由
で
す
。

そ
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
最
後
に
行
わ

れ
る
質
疑
応
答
の
準
備
も
ぬ
か
り
あ
り
ま
せ
ん
。

相
手
が
質
問
し
や
す
い
空
気
を
作
り
、
そ
の
質
問

に
的
確
に
答
え
る
こ
と
で
、
需
要
と
供
給
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
成
約
に
つ
な
が
る
こ

と
を
理
解
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

「5％社員」が顧客のニーズを把握するときの視点

供給

話し手 聞き手

ココの
ギャップを埋める

需要


